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第1篇　 緒 論

最近數年間貧血ノ肝臟食餌療法ガ唱道セラレ,臨 牀經驗 ヲ重ヌル ト共ニ其有效成分抽出ニ關

シテ幾多ハ研究 アリ.余等モ亦其作用機轉闡明ハ目的ヲ以テ既ニ消化液分泌ニ及ボスHepatose
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220 進 藤 直 作

ハ影響 ヲ實驗 シ,之 ヲ學 界 ニ報 告 セ リ,其 後 余ハ進 ンデHepatoseノ 有 スル消 化酵素 ヲ定 量 シ,

次 デ酸 化酵 素 ニ就 テモ檢 査 シタル ヲ以テ ココニ報 告スル次第 ナ リ.

思 フニ酵 素 ハ作用 ハ加 水分解,酸 化,還 元,醗 酵 ニ存 ス ト雖 モ現 今猶 ホ動物 界 ニ於 テハ還元

ハ ミヲ營 ム酵 素ハ證明 セラ レズ,還 元 ハ單 ニ酸化 ト相伴 フ同一現 象ノ反面 ナ リト考 ヘ ラル.コ

レOppenheimerガ 生物學的 ニ酵 素 ヲ2大 別 シテHydrolasen u. Ogydoreduktasenト ナ セル

所 以 ニ シテ,余 ガ此 處 ニHepatoaeノFermentanalyseヲ 行 フニ當 ツテ モ主 トシテ同氏 ノ分類

ニ從 ヒ,此 兩酵 素換 言セバVerdauungsfermente竝 ニAtmungsfermenteニ 就 テ先 ヅ系統的檢

査 ヲ行 ヘル所以 ナ リ.

第2篇　 消 化 酵 素

第1章　 緒 言

肝臟 ハ總 テ ハ中間新陳 代謝 ニ關與 シ膵臟 ト竝 ンデアラユル酵 素 ハ寳庫 ヲナス.從 ツテ肝 實質

ヲ減 歴低温 ニ於 テ乾燥,更 ニ之 ラ細 碎 シテ粉 末 トナ セル肝臟 食餌製劑例之Hepatoseハ 之 ヲ酵

素學的 ニ考 フ レバ明 カニ各種酵 素 ノ混 合物(Fermentgemieehe)ナ リ ト解 釋 シ得ベ シ.從 ツテ

此 ハ如 キ製劑 ハ内服 ハ酵 素劑 ノ服用 トモ解 釋 シ得ベ ク,其 消化機能 ニ對 スル效果 ニ就 テハ,含

有 酵素 モ亦幾許 カバ關係 ヲ有 スルモハカ ト想像 セラル.即 チ余 ハ本製劑 ハ有 スル主要消化酵素

Amylaae, Lipase, Tryptaseヲ 測 定 シ,之 ヲ市販 ハ各種酵 素製 劑 ト比較 シテ以 テ消 化酵 素劑 ト

シテ ハHepatoseハ 便 値幾許 ナル カヲ明 カニセ リ.蓋 シ此3酵 素 ハ酵素學 ソノ物 ヨ リ考 フルモ

Caxbohydrase, Esterase, Proteaneノ 代 表酵 素 トシテOppenheimer氏 ハHydrolaee中 其 主要

地 位 ヲ占ムル者 ナ リ.

第2章　 酵 素液 調 製 法

上述3酵 素 ガGlycerinニ 溶 解 スル ト共 ニGlycerin中 ニ於 テ極 メテstabilナ ル特性 ヲ利用

シテWi1lstatter, Waldschmidt, Leitz u. Hesae6)氏 等 ガ膵 ヨリ分離 セル ト同一過 程 ヲ以テ

且epatose越 幾 斯 ヲ製造 セ リ,即 チHepatose 1.0grヲ87%(glycerin 16ccト 混 和, 30℃ ニ於

テ振 盪 器ヲ用 ヒテ連續振盪 スル事5時 間,次 デ之 ヲ強力 ナル電氣遠心 器 ニ移 シテ遠 心沈澱 スル

事40分 ニ シテHepatose越 幾 斯 ヲ得 タ リ.此 原越幾斯 ハ著 シク黄 褐色 ニ着色 セルラ以 テ更 ニ生

理 的食盤水(或 ハ餾水)ヲ 以 テ5倍 ニ稀繹 シ,以 テ其酵素 含量 ヲ測定 セ リ.即 チHepatoseノ

80倍 越 幾斯 ヲ酵素液 トシテ試驗 ニ供 シタル譯 ナ リ.

對 照試 驗 ニ用 ヒタルTrypsin Kahlbaum,日 本 藥 局方Diastase,柏 木Diastase,ツ ルDiastase,

 panktase Kuroda等 ハ最近此方面 ニ於 テ精 細ナル研究 ケ行 ヘルPincussen7)ニ 倣 ヒ,其1.0gr

ラMiachzylinder内 ニ收 メテ16ccノ 水 ヲ追加,振 盪 スル事數 分 ハ後之 ヲ濾 過 シ,其 越 幾斯 ヲ生

理的 食勲水(又 ハ餾水)ヲ 以 テ5倍 ニ稀釋 シテ使 用 セリ.
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肝臟製劑Hepatoseハ 酵素含有量 ニ就テ 221

本實驗ハ昭和3年7月 及 ビ8月 中ニ之 ヲ行 ヒタ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 糖 化 酵 素

原越幾斯竝ニ對照酵素液ハ稀釋ニハスベテ0.9%食 鹽水ヲ用 ヒ,恒 温水槽 ヲ使用シテ嚴密 ニ

38℃ ニ於テWohlgemuth氏30分 法ヲ行ヒ第1表 ハ如キ成績ヲ得ダリ.此際基髓 ニハKahlbau血

製可溶性澱粉ヲ用 ヒ,沃 度澱粉反應檢出ハ爲ニハ1/3Lugol液1滴 ヲ用 ヒタリ.カ ク濃厚ナル

Joa液 ヲ使用 シタルハ消化液中ニ存 スル沃度結合性物質ノ爲ニ反應ハ妨グラルル事アルヲ慮 リ

シニ出ヅ.其 他ノ細密ナル注意ハ嘗テ著者8)ハ 報告セル所ニ從ヘリ.

第1表

註:沃 度澱粉反應 ノ強サハ次ハ如ク表示セリ.

-陰 性(黄 色)(透 明)　± 帶赤黄色(limes)(透 明)　 +赤 色(不 遙明)　 〓 帶紫赤色(不 透明)

　〓 帶赤紫色(不 透明)　〓 紫色(不 透明)　〓 藍色(不 透明)

第1表　 附 圖

以 上ハ實驗 ヲ以 テ余 ハ下記 ノ事實 ヲ知 リ得 タ リ.

1) Hepatoseノ80倍 越 幾斯 ハ512Amylase單 位 ヲ有 ス.
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222 進 藤 直 作

2)局 方Diastaseノ80倍 越 幾斯 ハ僅 ニ64單 位 ヲ有 スルハ ミ.

3)柏 木Diastaseノ80倍 越 幾新ハ256單 位 ヲ有 ス.

4)Panktase黒 田 ノ80倍 越 幾斯 ハ512單 位 ヲ有 ス.

即 チHepatoseハ 市 販 ハ植 物性 消化酵素 劑 ニ數倍 スルDiastaseヲ 有 シ,其 含 量恰 モ動物性臟

器製 劑Panktaseニ 匹 敵 セ リ.

第2節　 蛋白分解酵素

原越幾斯 ハ稀釋 ニハスベテ餾水 ヲ用 ヒFuld-Grop-Michaelis9)氏 法テ以テTryptaseテ 測定

セリ.成 績第2表 ハ如 シ.此 時醋酸Alkoholハ 必ズ6滴 宛嚴重ニ注加 シ,輕 度ハ混濁乃至帶乳

白色ハ程度ニ深ク戒心 シテ結果ヲ判定セリ.

第2表

註: Casein沈 降 ハ度ヲ次ハ如ク表示セリ.

-陰 性　 ± 微ニ乳白色?(limes)　 +乳 自色　 〓 白色　 〓 白色溷濁

第2表　 附 圖

以 上ハ實驗 ハ下記 ハ事實 ラ示 ス.

1) Hepatoseノ80倍 越 幾斯 ハ128 Trypsin單 位 テ有 ス.

2) Trypsin Bahlbaumノ80倍 越 幾斯 ハ32Trypsin單 位 ヲ有 ス.

3) Panktaseノ80倍 液 ハ128 Trypsin單 位 ヲ有 ス.
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肝臟製劑Hepatoaeノ 酵素含有量ニ就テ 223

上 記 實驗 ヲ以 テ吾人 ハHepatoseガTryptaseテ 含 ム事著明 ナルヲ知 レリ.然 レ共肝臟 ハ膽 汁

中 ニ酵 素 ヲ分泌 シテ消化 ニ參與 スル者 ニ非ズ.細 胞 内ニ酵 素テ藏 シテ代謝機能 ニ關係 スル者 ナ

ル ヲ以 テ分泌酵 素 タル膵 臟Trypsinニ 比 シテ何 等 カ此Tryptaseハ 其 性質 上 ニ差 異アル者 ナル

ヤモ知 ルベカ ラズ.即 ヲ余 ハBierryla)氏 法 ヲ以 テProtease試 驗 ヲ行 ヒタル ニHepatoseハ 他

種酵 素製 劑殊 ニPanktase(Tryptase含 量Hepatoseト 同標 ナ リシ者)ニ 比 シテ著 シク作用 強

ク,此 處 ニ前實驗 ニ於 テ多量 ニ存在 ヲ認 メタルTrpytaseハ 膵 臟酵素 ト其性状 ヲ異 ニスル モハ

ナル テ知 ルニ至 レリ.帥 チコハ從來autolytische Fermentト シテ記 載 セラ レタルGewebspro

teaseニ 外 ナラザルベ シ。成績第3表 ハ如 シ.

第3表

第3節　 脂肪分解 酵素

Rona-Michaelis氏 法 ニヨツテTributylinaseヲ 測 定 セ リ.此 際蒸餾水 ニテ約60滴 ノStala

gmometerヲ 用 ヒ30℃ ニ於 テ操 作 セ リ.尚 ホ肝Lipaseハ 其 作用 至滴 水素 「イオ ン」濃度PH

7.8→8.8ノ 間 ニ存 スル ヲ以 テ(Knaffl-Lenz15))PH=7.8ニ 於 テ測定 セ リ.成 績 第4表 ハ如 シ.

第4表

上記成績 ハ次 ハ事 實 ヲ物 語ルモハナ リ.

1) Hepatoseノ80倍 越 幾斯 ハTributylinaseヲ 含 有 シ, 1時 間 ハ減滴數5.3ナ リ.

2) Panktaseハ80倍 越 幾斯 モ亦Tributylinaseヲ 含 有 スル が如 ク1時 間 ニ1.3滴 ヲ減 ズ.

即 チ膵臟 臟器製劑Panktaseハ 少 量 ハLipaaeヲ 含 ムガ如 キモ余 ノ法 ニテハ誤差 ハ範圍 ヲ出
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224 進 藤 直 作

ル コ ト極 メテ少 タ, Hepatoseハ 之 ニ反 シテ其4倍 量 ヲ有 スル モノナ リ.然 レ共Hepatoseガ

Tryptase, Amylase等 ラ含 ム事極 メテ多量 ナル ニ比較 セバ寧 ロ少量 ニ過 グ ト言 フベク,某 原因

恐 ラクハ抽出方法其者 ハ缺陷 ニ存 スル モノナラ ン.蓋 シ肝 ハ膵 ト竝 ンデ血清Lipaseハ2大 源

泉 ナル ラ以 テ其粉 末中 ニハ今少 シ多量 ハLipaseガ 存 在 シテ可 ナル筈 ハ者 ナ リ.余 ノ得 タル數

字 ハ如 キハ人血Lipase正 常 價(井 上11))ノ1.5倍 ニ過 ギズ.

第4章　 考 察

上記 ノ成 績 ヲ觀察 スル ニFiepatoseハ 多 量 ハ糖化酵素 ヲ含有 シ,其 量 日常吾人 ガ使用 スル局

方Diastaseハ8倍,柏 木Diastaseハ2倍 ニ及 ビ膵臟臟 器製劑 ナルPanktaseニ 匹 敵 セ リ.蓋

シAmylaseガ 低 温 乾燥 ニ際 シテ多大 ナル破壞作用 ヲ受 ケザルハ明 カナルヲ以テ,今 余 ハ實驗 ガ

Hepatoaeヨ リ約95%ノAmylaseヲ 抽 出 シ得 タル者 トス レバ(原 著者 ノ報 告ニ ヨ レバ本法 ハ

93→98%ハAmylaseヲ 抽 出 シ得 トイフ.), Hepatoselgrハ38℃30分 間 ニ可檢澱粉 液2605㏄

ヲ消化 シ得 ル事 トナ リ,肝 臟 内ニモホボ等量 ハ糖化酵 素 ガ存在 スル事 トナル.然 レ共此際 カク

多量 ニ存 在 スルHepatose-Amylaseガ 果 シテ肝 實質 ハ者 ナ リヤ?否 ヤ?一 考 ノ餘地 アリ.コ レ

製 劑時 ニ如何 ニ注意 スルモ殘存 血液 ニ基 ク酵 素ガ一部 分混合 シ來 リ得ベキハ容易 ニ考 ヘ ラルル

ヲ以 テナ リ.然 レ共Hepatoseガ 鐵 ヲ含 ム.事極 メテ少 ク(岡 崎12)),從 ツ テ血液 ノ混在 ヲ想像 シ

得 ザル ト共 ニ,一 方Wittich13)ニ ヨ レバ完全 ニentblutenセ ル肝 モ亦本酵 素 ヲ含 ム者 ナル ヲ以

テ其 大部 ガ肝細 胞 自己 ハ者 ナル事容 易 ニ了解 セラル.即 ヲ余 ハ證明 セル酵素 ハHolmbergh14)

ハ精 細 ナル研 究 ニヨツテ明 カ トナ 穿タル酵素,換 言セバ,嘗 テ血糖 代謝上狭 クベ カラザル重要

地位 ニア リタ リト考 ヘ ヲルル細胞 内酵素 ナル 事疑 フベ クモ非 ズ.蓋 シ肝 ハ門脉 テ通 ジテ進 入 シ

來 レル血液 ヨ リ葡萄糖 ノ大 部ヲGlykogen乃 至澱粉近 似ノ物質 トシテ抑留 シ,用 ニ臨 ンデ此

Glykogenヲ 分 解 シテ血液 ニ與 へ,以 テ血糖 量ヲ一定 ニ調節 スル作 用 ヲ營 ム事周知 ノ事實 ニ シ

テ此 能力 ガ糖 化酵 素 ハ可逆 反應作用 ニ他 ナラザルベ シ トハ既 ニ一部 ハ生理學者 ハ説 ク所 ナ リげ

蛋 白分解酵 素モ亦意想外 ニ多量含 マル ル事實驗 成績 ハ如 ク,其 量 正ニPanktase.ニ 一 致 テテ

Trypain Bahlbaumニ4倍 セ リ.而 モ吾人 ノ抽 出方法 ハ到底Tryptaseノ 大 部 ヲ抽出 スル ニ足

ラズ. Hepatoae末 ヨ リ越幾 斯内 ニ移 行 セルハ約50%ニ 過 ギザル ヲ考慮 セバ蛋 白分解酵 素劑 ト

シテモ亦Hepatoseガ 有意義 ナルヲ想像 シ得.而 モTrypsinヲ 除 ク大多數 ノTryptaseバ 其 作

用 單 一ナラズ シテTrypsinトPeptidaseト ハ兩 作用 ヲ共有 シ,容 易 ニ瞭然 タル區別 ヲ附 ジ難 キ

黙 ヨリ考 フ レバHepatoee内 ノTrypsin屬 酵 素モ亦其作用 複 雜 ニ シテ單ニTrypsin作 用 ヲ呈 ス

ル ニ止ラザルベ シ.思 フニBierry氏 法 ニヨル値 ガPanktase上 ナ ルハ些 爲 メナル ヤモ知 ルベ

カラズ.蓋 シ肝 ガ自家消 化 ヲ營 ムニ當 ツテ最 モ重要 ナルハTrypsin屬 酵 素 ニシテ,此 酵素 ガ昔

時 考ヘラ レタル ガ如 ク血 行 ヲ介 シテ肝 ニ輪 人 セラルル者 ニ非 ズ,肝 細胞 自己ハ産物ナノレヲ考 フ

レバHepatoseガ 之 テ含 ム事 多量 ナルハ寧 ロ當然 ト言 フ ク,同 時 ニTrypainガ 熱 ニ對 シテ抵
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抗 強 キ點 テ考慮 セバ肝臟Tryptaseガ 低温乾燥 ニテ其力 ラ減少 セズ, Hepatose内 ニ殘 レルハ自

無 ハ數 ト謂 ヒ得 べ シ.之 ヲ最近 ハ報 告(東16))ニ 徴 スル モ牛豚等 ノLeberautalysatガCasein分

解 酵 素 ラ含 ム量 ハ全身臟器中腎臟 ニ次 デ第2位 ラ占 メ,而 モ此 酵素 ハ65-70℃ ニ 加熱 ス レバ漸

ク其力 ラ減 ズルモ全然其效 ヲ失 フ事ナク, 75℃ ニ加熱 スル事 ニ ヨツテ初 メテ非働性 ニナル者 ナ

リトイフ.

Lipase含 量 ハ前2酵 素 ニ比 シテ著 シク少 キモ,尚 ホPanktaseニ 比 ス レバ4倍 ニ達 シタ リ.

現 今市販 ハ消化酵 素劑 中最 モLipase作 用大 ナ リ(氏 原17))ト 報 告 サ レタルProtamylaseス ラ尚

ホPanktaseハ2倍 ニ足 ラザル ヲ思ヘバ是 レ亦出色 ノ物 タルヲ失 ハズ.殊 ニ吾人 ハ方法 ハ遂 ニ大

部分 ハLipaseヲ 抽 出スルニ足 ラザル ヲ思 ヘバ本製劑 ノLipase含 有 量 ハ蓋 シ相當大ナル者 ト考

ヘラル.思 フニ肝LipaseハKastle-Loevenhart(1900)ニ ヨツテ豚肝 ヨ リ抽 出サ レシ以來既 ニ

精細 ニ研究 セラ レ,消 化 時門脉 内 ニ迷 入 シ來 レル幾 分ハ脂肪體(殊 ニ低級Ester)ニ 作 用 シテ之

ラ肝 自髓 ニ抑留 スル作用 ヲ務 ムル事明 カニシテ脂肪 代謝上重要 ナル機能 ヲ營 ムモハナ リ.從 ツ

テ人胎 兒 ニ於 テハ既 ニ早 ク3箇 月 ニテ之 ヲ證 明 スル者 ナ リトイフ(Tachibana18)).

以 上Hepatoseノ 有 スル消 化酵素 ニ就 テ簡單 ニ考察 セリ.然 レ共 尚ホ附加 スベ キー事 ア リ,即

チ對 照試 驗 ノ方 法 ニ シテHepatose越 幾 斯 ヲツクル ニ數時間 ヲ賀 シタルニ反 シ,之 等市販酵素

劑 ノ越幾 斯製作 ニハ僅 ニ十數分 ヲ以 テ滿足 シタル理由 ナ リ.コ レDiastase劑 ハ永 ク水 中ニ放置

ス レバ酵素力 ヲ弱 ムルハ勿論,強 ク振盪 スル事 自身既 ニ酵素破壞 ヲ起 スヲ以 テ(Abderhalden,

 Guggenheim),可 及 的強カ ナル酵素液 ヲ得ル爲Pincussen氏 法 ヲ用 ヒタル ニ外 ナラズ.蓋 シ

局 方Diastase水 ニ殆 ド全 ク溶解 スルハ第4改 正日本藥局 方 ニ明記 スル所 ナ リ.

第5章　 結 論

1) Hepatoseハ 含 水炭 素,蛋 白,脂 肪 ニ作用 スル酵素 ヲ含有 ス.

2) Amylase含 量 ハ柏 木Diastase,局 方Diastaleニ 數 倍 シ膵臟製劑 ナルPanktaaeニ 匹 敵

ス.

3) Tryptase含 量 ハTrypsinKahlbaumニ 數 倍 シPanktaseニ 匹 敵 ス.

4) Lipase含 量 亦之等 ニ數倍 セ リ.

以 上 ヲ以 テ考 フル ニ現今 盛 ニ使用 セラルル諸種酵素製劑 ガ臨牀上實際 ニ效 ヲ奏 スル事 ア リト

ズ レバ同様 ノ效果 ヲHepatoseニ 期 待 シ得ベク,其 酵素 含有量 ヲ考慮 スル時 ハHepatoseハ 從

來殆 ド見ル能 ハザ リシ良好 ナル消化酵素劑ナ リトモ謂 ヒ得 ベ シ.

第3篇　 酸 化 酵 素

第1章　 緒 言

前篇 ニ於 テ消化酵素 ヲ檢索 セル余 ハ進 ンデHepatoseハ 有 スル酸化酵素 ニ就 テ檢査 セリ.蓋
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シ此 酸化酵素 ハOppenheimer氏 ハ物 質代謝酵素(Stoffwechselfermente)ニ 屬 シ,古 人 ガ其所

在 ニヨツテ細胞 内酵素(intrazellulare Fermente od. Endofermente)ト 稱 シタル者 ニシテ總

テ吸收 セラ レタル養素或 ハDepotstoffeニ 對 シテ徐々 ニ分解作用 ヲ及ボ ス者 ナ リ.從 ツテ酵素

作用 ヲ生物學 的 ニ觀察 スル時 ハ之等酵素 ハ總 テ中間新陳 代謝 ニ關 與 シテ頗 ル重要 ナル者 ナ リ.

實 驗 ノ便宜上酸化 ニ關係 スル酵素 ヲ分 ツテ2ト ナ セ リ. Oxydase u. Perozydase即 ヲ之 ナ リ.

蓋 シ細胞酸化現 象ニ 參與 スル酵 素 ハ分類 ハ 諸家 ニヨツテ 一様 ナラズ. Batteli-Sternハ 之 テ

Ogydase u. Ogydoneニ 分 ヲ, Bach-Chodat19)ハOsygenase, Perogydase u. Katalaseト ナ

シ, Oppenheimer1)ハ 之 ヲ其作用方法 ニ基 キテSichere Ogydoreduktase及 ビFermentslniも

schliesslich ozydierender Wirknngト ナ セ リ.余 ハ本實驗 ヲ進 ムル ニ當 リ必 ズ シモ一派 ハ分

類 ニ拘泥 スル必要 ヲ認 メズ.主 トシテ實驗 ハ便宜 ニ從 ヒテ從 來 ハ慣習 ニ依 リ,廣 義 ハ酸 化酵 素

ヲ分 ツテ2ト ナ シ, gatalaseハ 之 ヲ別 ハ項 ニ於 テ記述 セリ.

第2章　 Ogydase

OppenheimerハSichere Ogydoreduktaseト シテAldehydase u. Tyrosinaseハ2酵 素ヲ

記載 セリ.即 チ余 ハ先 ヅ此兩者 ニ就テ檢査 シ,次 デ臨牀上最 モ多 ク檢査 セラ レテ殆 ドOsydase

ハ代 表者 ナル カバ如 ク考 ヘラルルIndophenoloxydaseニ 就 テ檢査 セ リ.

第1節　 Aldehydaae

Salkowski氏 法 ヲ以テSalicylaseヲ 檢 査 セ リ.本 酵 素ハSalicylaldehydヲ 變 ジテSaHoyl酸

ハ形成 ケ促 ス者 ナルモ,而 モ此作用 ガ單 ニOsydationナ ラズ シテ一方 ニSalicylaldehydヲ 分

解 シテSalicyl酸 ヲ形成 スル(酸 化)卜 共 ニ,他 方 ニSalicylaldehydヲ 變 ジテSalicylalkohol

ヲ ツ クル(還 元)Dismutationナ ハレ事,恰 モAlkalienガFormaldehydヲ 分 解 シテ蟻酸 ト

Methylalkoholト ヲ ツクル ト同一 ナ リ.即 ヲ嚴格 ニ言ヘバCannizzaro氏 反 應 ヲ營 ム事此際議

論 ハ餘 地 ナキモJacobyガ 之 ヲ肝 ヨ リ分離 シテ以來動物性 酸化酸素 トシテ極 メテ重要視 セラ レ

ツツアル者 ナ リ.而 モ全身臟器 中肝 ニ最 モ多 シ ト云 フ.

實 驗第1

Hepatose 5grヲ 水40ccト 混和,全 クSalkowski氏 原法ニ從ヒテ處置シタルニ成績陰性ニ終 レリ.

實驗第2

1群 ハ試驗管ニハHepatose 5gr,水40cc, Snlicylnldebyd 1㏄ ヲ混ジテ振盈スル事5時 間 ハ後Maeda21)ガ

胎盤 ニ就テ行 ヘル ト同一方法 ニヨツテ檢査 シタルニ成績陰性ニ終 レリ.水 ハ代 リニ87% Glyoe血 ヲ用ヒシ

他 ハ1群 モ亦成績陰性ナ リ.

以 上2實 驗 ニ ヨ リテ明 カナル ガ如 クHepatoseハAldehydaseヲ 含 有 セズ.

〔附〕Bnlicylaseハ8alicy]lsldehydヲ 酸化 シテSulicyl酸 ハ形成ヲ促ス酵素ナルヲ以テ之ヲ證明スルニハ

Salkowski以 來Eisenchloridニ 對スルSalicy1酸 ハ呈色反應ヲ應用ス.今 余等臨牀家ガ座右 ノ備忘 トズル

Rona.教 授 ハ著書(S. 306ヲ 檢 スルニ其方法 ヲ次 ノ如 ク「記載セリ. Der Nuohweise beruht darauf, daes
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Selioylsxure mit Eiaenolilorid eine dunkelblaue Furbe gibt, wahrend Saliaylnldehyd mit Eisenohlorid

 nicht reugiert.コ ハ記 載 ニ 從 ヘバSelioylaldehydニ 酵 素 液 ヲ作 用 セ シ メテ 過Chlor鐵 液 ヲ滴 下 ス レバ 立處 ニ

Salioyl酸 ハ有 無.ヒ イテSalioylnseハ 有 無 ヲ知 リ得 ル ガ如 クナ ル モ事 實 ハ 全 ク然 ラズ.例 之 バHepntose

 15grヲ 水60ccト 共 ニ30℃ ニ於 テ 振 盪 ス ル事2時 間 ノ後 強 ク1時 間遠 心 沈 澱 シ,其 上澄 ヲ水 ヲ以 テ2倍 ニ

稀 釋 シ タル 者10ccトSalioylaldehyd 0.5ccト ヲ混 和.之 ニToluol 5ccヲ 重 積 シテ 室 温 ニ放 置. 48時 間 ノ後

Chlor鐵 液 ヲ滴 下 シ タル ニ總 テ ハ檢 體 ニ陽 性 反 應 ヲ認 メタ ル ハ勿 論 單 ニ水 ニsalioyialdehydヲ 加 ヘ タ ル對

照 ニモ 亦 檢 體 同 様 美 麗 ナ ル紫 色 ヲ認 メ タ リ.即 チカ カ ル簡 單 ナ ル方 法 ニテ ハSuhicylnseノ 有 無 ヲ知 ル事 難

キ ヲ知 ル ト共 ニBulicylaldehyd水 溶 液 モ亦Eisenohloridニ 對 シテ 反 應 シ,其 色 彩 何 等純Salicyl酸 液 ト異 ラ

ザ ル ヲ知 レ リ.コ ノ事 實 ヲRona教 授 ノ記 載 ト比 較 ス ル ニ, 1) Sulicyl酸 ハ呈色 反應 ガ美 麗 ナ ル濃 紫 色 ナル

點 ニ於 テ, 2) Sulioylaldehydモ 亦Eisenohloridニ 對 シテ反 應 ス ル點 ニ於 テ 兩 者 相 異 レ リ.此 處 ニ於 テ 之 等

ハ關 係 ヲ信 ズ ベ ヤ有 機 化 學 書 ニ 質 シ タル ニSchlnidt22)ハSahcylaldehyd(Orth-Oxybenzaldehyd)ハ 性 質 ニ關

ンテEisenohlorid farbt die waeserige Losung intensiv violstt. (S. 1135)ト 記 シ, Saljcyl酸 ニ關 シテ モ亦

Versetzt man die wasserige oder ulkoholische Losung der Suliaylsaure mit etwas Eisenchlorid, so tritt

 sofort sine danernde sahon vjolette Farbung ein. (S. 1178)ト 記 載 セ ル ヲ見 タ リ.此 他Beilstein-Pneger-

Jaoobson23), Meyer-Jaoobson24)等 ハ成 書 ニ モ亦同 様 ナ ル記 載 ア リ.之 ヲ以 テ 思 フニSatilioyl酸 ガin(hgobhaue

 Farbungヲ 來 スパ 單 ニBarml25)氏 反 應 ノ際 ニ限 ラ レ,上 記 ハ場 合 トハ 其 試 験條 件 ヲ異 ニセ ル者 ナ ル ヲ知 レ

リ.從 ツテSalioylsaureモSalioyluldehydモEisenohloridニ 對 シテFe(OH)(C7H5O3)226). 〔Fe(C6OH4

COO)2〕H27),或 ハFe(C7H5O2)3等 ノ物 質 ヲ形 成 シテ 同様 ハ色 彩 反 應 ヲ呈 スル 事確 實 ナ リ.以 上 ハ考 察 ニ

據 テ明 カ ナ ル ガ如 クSalicylaseノ 證 明 ハRona教 授 記 載 ハ如 ク シ カ ク簡單 ナ ル原 則 ハ上 ニ立脚 セル 者 ナ ラザ

ル ハ 勿 論,本 酵 素 ガ單 ニ尿 中Sulioyl酸 證 明 法 等 ト同 一方 法 ヲ以 テ シテ ハ詔 メ得 ベ カ ラ ザ ル事 明 カ ナ リ.即

チ 余 ハBona教 授 著Fermentmethodenニ 對 ンテ 余 ト等 シ ク此方 面 ニ志 ス同 學 諸 氏 ノ注 意 ヲ喚 起 ス ル ト共 ニ

併 セテ 識 者 ノ御 高 教 ヲ仰 ガ ン爲 茲 ニ此 附 記 ヲ フ ル次 第 ナ リ.

第2節　 Tyrosinase

本 酵 素 ハ高 等 動 物 ニ於 テ ハ 家 兎, Ratte,馬 等 ヨ リ檢 査 セ ラ レ人 類 ニ 就 テ ハ 肝 竝 ニ胎 盤 ニ 就 テ

檢 査 セ ラ レタ リ(Neuberg, Absberg28), Maeda21)).

實 驗 第1

1群 ハ試 驗 管 ニHepatose 2gr, 87% Glycerin 20㏄ ヲ混 ジ25℃ ニ於 テ 振 盪 ス ル 事3時 間 ハ後 之 ヲ1時 間

遠 心 沈 澱 シ,其 上 澄 ヲ2倍 ニ稀釋.コ ノ液 ニ就 テBaeh29)氏 法 ヲ行 ヒ タ リ.然 レ共 此Glyoerin法(Chodat)

ヲ以 テ シテハ 成 績 常 ニ陰 性 ニ終 リ1同 時 ニ處 置 シ タルPanktase, Pank Cometモ 亦 同 一 結 果 ニ到 達 セ リ.即

チ唯 對 照 ニ ト リタ ル 馬 鈴薯 ノ ミ陽 性 ノ結 果 ヲ示 シ タ リ.

實 驗 第2

水 ヲ以 テ 越 幾 斯 ヲ ツク リテ 前 同 様 ノ試 驗 ヲ 行 ヒ タル モ陰 性 ニ ニ終 リタ リ. Rorithハ 注 意 ニ基 キKatalysator
サ

ト シテH2O2ヲ 加 ヘ タ ル者 モ亦 陰 性 ニ終 リ タ リ. Panktase, Pankcometモ 亦 同 様 ナ リ.

以 上 ハ 實 驗 ニ ヨ リHepatoseガTyrosinaseテ 含 マ ザ ル 事 明 カ ナ リ.
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228 進 藤 直 作.

第3節　 Phenolase

Venon30)氏 原 法 ヲ以 テIndophenologydaseヲ 檢 査 セ リ.蓋 シ本酵 素ハBatteliハ 分類 ニ從

ヘバ氏 ハ所 謂Oxydoneニ 屬 シ
,今 日最 モ學 者 ハ注 意 ヲ惹 ケル者 ナ リ.

試 驗成績:徒 ラニ自然 ニ發生 スベキ清澄 ナル色 調 ヲ汚染 スルハ ミニシテsog. Indopheno

lsynthese(Ehrlich)ナ ル 現象 ヲ示 サバ.即 ヲHepatoseハPhenolaseヲ 含 有 セズ.

第3章　 Peroxydase

コ コニPeroxydaseト 名 クル酵 素 ハEuler一 派 ノ定義 セル者 ハ謂 ニ シテBach-Chodat等 ハ

Peroxydaseニ 非 ズ.即 ヲ直接酸化 ヲ營 ムカナ キモ有機性 或ハ無機性 過 酸化物例 之バH2O2或 ハ

substitutiertes Hydroperoxydハ 存 在 ノ下 ニ於 テ有效 ニ作用 シ,之 ヲ分解 シテ酸 素原 子即 ヲ發

生期 ノ酸 素ヲ發生 シ,以 テ分子酸素 ニヨッテ酸 化サ レ難 キ物 質即 ヲdysoxydable Stoffeヲ 酸

化 スル酵 素 ヲ イフ. Bach-Chodat19)ハPeroxyd-Peroxydase-Systemニ 關 スル提 言 ハ學説 トシ

テハ興味深 キモ暫 ク實驗 上ノ便 宜ニ從 ヒテ之 ヲ トラズ. Oppenheimer31)ニ 從 ヘバ氏等 ハ所論 ハ

来 ダ信 ズル ニ足 ラズ ト言 フ.

Guajakperogydase

實 驗 第1 Hepatoselgrヲ 水1L,ニ 混 ジ數 分 間 ヨ ク振 盪.コ ハHepietose浮 游 液 ニ就 テCarlson氏 ハ

Gwtjak反 應 ヲ檢 ス ル ニ強 陽 性.順 次 稀 釋 スル ニ2%液 ニ至 ル迄 此 反 應 著 明 ニ現 ハ レ0,025%ニ 於 テ モ 尚 ホ

個 々 ハHepntose末 ハ周 圍 ニ緑 色 ニ變 ズ ル部 ア ル ヲ認 メ タ リ.

實 驗 第2 Hepntoselgrヲ 水50㏄ ニ混 ジ振 盪 ス ル事 數分 ノ後Alkohol 25ccヲ 加 ヘ テ再 ビ數分 間 振盪

濾 過.其 濾液 ニ 就 テGnajmk反 應 ヲ檢 ス ル ニ張 陽 性.順 次 稀 釋 ス ル ニ2%液 ニ至 ル迄 陽 性 ナ リ.是 ニ 由 ツテ

之 ヲ觀 ル ニHepatose内 ニ ハAlkoholニ 依 ツテ 沈 降 セ ザ ルPerosydaseノ 存 在 ス ル事 確 實 ナ リ.

實 験 第3　 局 方Dinstwae,柏 木Dinstnse, Pank comet, Panktaseニ 就 テ 此 反 應 ヲ檢 ス ル ニ 前2者 ニ焚

テ ハ 強 陽 性 ナ ル事Hspatoseハ 如 ク,後2者 殊 ニPmnktneeニ 至 ツテ ハ微 ニ陽 性 チ ル ノ ミ.當 科 ニ於 テ常 ニ處

方 ス ルG.複 方Alkali錠(重 曹3.7, Gentiana末0.5,局 方Diastnse 0.9)ハ1%液 トナ ス モ尚 ホ 本反 應 張 陽

佐 ナ リ.

實 驗 第4　 家 兎 血 液1ccヲ 水1L,ニ 溶 解 シテ後 順 次 稀 釋 シテ本 反 應 ヲ檢 ス ル ニ,何 等 赤 味 ヲ帯 ビザ ル

0.00315%ニ テ ハ勿 論0.0016%ニ 至 ル モ 尚 ホ微 ニ陽 性 ナ リ.

以 上 ハ 實 驗 ハ結 果 次 ハ 事 實 ヲ知 レ リ.

1) Hepatoseハ 多 量 ハGualakperoxydaseヲ 含 ミ5000倍 稀 釋 ニ於 テ モ 尚 ホ ヨ ク 之 テ證 明 シ

得.

2)植 物 性Diastase劑 ハ喀 ボ 之 ト同 程 度 ハPerogydaseヲ 含 ム モ 動 物 性 酵 素 劑 ハ 其 含 量 極 メ

テ 幽 徴 ナ リ.

3)家 兎 血 液 ハ 之 ヲ約30㎜ 倍 ニ稀 釋 ス ル モ 尚 ホPemxydase反 應 陽 性 ナ リ.
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酸 化 力

上記 ハ實驗 ニテHepatoseガPerogydaseヲ 有 スル事大 ナルヲ見タル余 ハ次 ハ如 ク シテ其酸

化力 ヲ檢 出 セリ.即 ヲa-Naphthol 1grヲ 冷 苛性 加里液2ccニ 溶 解 シ更 ニ水 ニテ200ccニ 稀 釋

セ シ者 ト2% Formol液 及 ビ0.6%食 鹽 水 トヲ等量 ニ混合 シ,之 ニ檢體 ヲ容ルル事6時 間 ニ シ

テ其色彩 ハ變 化テ觀察 セ リ.成 績 次 ハ如 クHepatoseハPankcomet或 ハPanktaseニ 比 シテ

酸化 力遙 ニ大 ナル ヲ認 メタ リ.

第5表

第4章　 考 察

余 ハ順 序 ニ從 ヒテ上 記諸種 ノ實 驗 ヲ行 ヒタルモHepatoseニ ハOxydaseヲ 證 明 スル事能 ハ

ザ リキ.蓋 シコ レ素 ヨリ當 然 ハ事 ニシテ本酵素 ガ總 テStrukturgebundenes Fermentナ ル爲

細 胞 ガ死滅 シテ其原形 質 ニ何等 酸 化作用 ガ行 ハレザル ニ至 リテ自然 ニ消滅 セ シ結 果ナ リ.即 チ

之等 酵素 ヲPalladin32)ガAtmungsfermenteト 名 ケ シ所以 ニ シテ本酵 素 ガ總 テ内呼吸即 チ

Oxydative Zellstoffwechselニ 關 係 セル ヲ示 スモ ノニ過 ギズ.

以 上 ハ成績 ニ反 シテPeroxydaseハ 多 量ニ之 ヲ認 メタ リ.是 レ本酵 素ハOgydaseト 異 リ熱或

ハ藥 品 ニ對 スル抵抗 強 ク,從 ツテHepatose内 ニ モ故障 ナク存 在 スル事 ヲ得 タル結果ナルベ シ.

但 シperogydatischハ 作 用 ハ酵 索ニ存 スルノ ミナ ラズ,血 色素竝 ニ其含鐵誘導體 ニモ亦存 ス

ル ヲ以 テ果 シテ實驗成績 ノ幾%ヲ 肝 貴質Peroxydaseニ 由 來 セル者 トナ スベ キカ考慮 スル要 ア

リ.然 レ共敢 室同僚岡崎12)氏 ハ分析 ニ ヨレバHepatoseハ 含 鐵量 ハ極 メテ幽微 ナル ヲ以 テ余 ハ

證明 セル過酸化酵 素 ハ殆 ド全部 ヲ肝實質 實 ヨ リ傳 バ レル者 ト解 シテ差支 ヘナカルベ シ.

尚 ホ余 ノ奇 異 ニ感 ジタルハ豫 期 セザ リシ植物性Diastase劑 ニPeroxydase著 明 ナル ト共 ニ,

豫 想 ニ反 シテ動物 性酵素劑 ニ其存 在極 メテ幽微 ナ リシ事ナ リ.從 ツテ臨牀 上潜出血 ヲ證明 スル

目的 ニ本反應 ヲ應 用 スルニ當 ツテハ食餌 ニ注 意xル ハ勿論,便 秘 アル際 ノ如 キハ殊 ニDiastase

劑 ハ蓮旧 ヲ無 視 スル事能ハザルベ シ.コ レG.複 方Alkali錠 ニ就 テ考 ヘ レバ其1日 量 ヲ500cc

ノ水 ニ溶 解 スル モ尚 ホ本反應陽性 ナ レバ ナ リ.

11
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第5章　 結 論

1) Hepatoseハ 酸 化力 ヲ有 スル モOgvdaseヲ 含 マズ.

2) Hepatoseハ 多 量 ノPerozydaseヲ 有 ス.

3)局 方Diastase,柏 木Diastaseハ 多 量 ハPerogydaseヲ 含 ムモPankcomet, Panktaseハ

僅 ニ含 ムニ過 ギズ,酸 化 力亦Hepatoseニ 及 バズ.

第4篇　 Katalase

第1章　 緒 言

本酵 素 ニ關 スル研究 ハ既 ニ無數 ニ行 ハ レタル モ,而 モ本酵素 ガ果 シテ如何 ナル生物 學的意義

ヲ有 スル者 ナ リヤ今 日尚ホ全ク疑 問ナ リ.然 レ共 本酵素 がアラユル動植物 乱及 ビテ廣 ク分布 シ,

且 過 酸化 水素 ヲ分解 シテ分子酸 素 ヲ發生 スル機能 アル點 ヨ リ考 ヘテ或 ハOgydase様 作用 ヲ呈

スル者 ナヲ1ンカ ト想像 シ,或 ハ動物體内 ニ於 テPeroxydaseハ 作 用 スル能 ハザル ガ如 キ過酸化

物 ヲ分解 シテ無害 ナラ シムル者 ナラザル カ ト想像 セラ レテ レリ.素 ヨリ之等 ハ想像 モ未 ダ一派

ハ學者 ハ承認 スル所 ニ過 ギザルハ既 ニ成 書ニ記載 セラルル如 シ.從 ツテ今 日ニ於 テハChodat19)

ハ如 ク之 ヲOxydaseト 併 セ論 ズル人 アル ト共 ニOppenheimer(Bd. 2. S. 1863)ハ 如 クKaty

lace ist keine Osydaseト 稱 スル人 モ存 在 ス.余 ハ從來 ハ慣 習 ニ基 キ.茲 ニgatalaseテ 或 特殊

ナル酵 素 ト看做 シテ檢索 ノ歩 テ進 メタ リ.

第2章　 實 驗 成 績

余 ハ 井 上,越 智,白 井33)氏 等 ハ法 ヲ以 テ 本 酵 素 ヲ檢 査 セ リ.コ レ本 法 ハ 同 氏 等 ガ 自 ラeinfache,

 sichere, logische Mikrokatalasenmethodeト 揚 言 セ ル ガ 如 ク 極 メテ 稱 用 ス ル ニ足 ル 法 ナ ル 事

既 ニ學 者 ハ認 ム ル 所 ナ ル ニ 由 ル.

豫 備 試 驗

試 ニHepntose 2grヲ 水20ccト 混 ジ, 25℃ ニ於 テ 振 轍 ス ル事1時 間 ハ後 之 ヲ濾過 シ,其 濾 液 ハ種 々 ナ ル

量 ヲ用 ヒテ 檢 査 セy.カ クンテ100倍Hepatose越 幾斯1-2ccガ 最 モ ヨ ク吾 人 ノ方 法 ニ適 スル ヲ知 ル ト共

ニ,コ ハ越 幾 斯1cc中 ニハn/57 KMnO4約10ccニ 相 當 ス ルBntalaseア ル ヲ知 レ リ.

定 量試 驗

前 同 様 ノ方 法 ニ依 テ100倍Hepntose越 幾 斯 ヲ ツク リ.其2㏄ ニ 就テ 檢 査 ヲ行 フ ト共 ニPankcometニ 就

テ モ同 様 ハ檢 査 ヲ行 ヘ リ.此 際 對 照 ト ンテ ハ 局 方Diastase及 ビ 「ツル」Diastuseヲ 用 ヒ,其1grヲ100cc

ニ溶解 シテ 之 ヲ 認過.其 濾液 ニ就 テ檢 査 セ リ.今 之 等 酵 素 製 劑 ハ100倍 越 幾 斯1㏄ ニ ヨ ツテ分 解 セ ラ レ タル

H2O2ニ 相當 ス ルn/50KMnO4ハccヲ 以 テKatakasezahlト セ バ實 驗 成 績 次 ノ如 シ.

12
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第6表

本實驗 ハ結果次 ハ事實ヲ認 メタ リ.

1) Hepatose100倍 越 幾斯 ハ9.3ハgatalaseヲ 有 ス.

2)局 方Diastase竝 ニ 「ツル」DiastaseハKatalaseハ 痕 跡 ヲ有 スル モPankcometニ ハ之

ヲ證 明 スル事能 ハズ.

第3章　 考 察

上述 實驗成績 ヲ余34)ガ 嘗 テ報告 セル健康 日本人 血液Batalaseト 比 較 スルニ,吾 人 ハ血液 ハ

1000倍 稀 釋 ニ於 テモ尚ホ13.5→22,平 均18.5ノgatalase數 ヲ有 スル ヲ以 テHepatoseハ 新 鮮

血液 ノ1/20ニ 相 當 スルKatalaseヲ 有 スルニ過 ズ,膵 臟製劑Pnkcomet竝 ニ植物性Diastase

劑 ハ殆 ド全 ク コ レヲ含 マザルナ リ.然 レ共植物種子 ノKatalaseハ 發 芽後3-4日 目 ニ最大 トナ

リ,以 後漸次減少 スル者 ナル ヲ以 テAspergillus oryzaeヨ リ製造 セルDiastase劑 ガ之ヲ含 マザ

ルハ寧 口當然 ナルベク,唯Hepatoseニ 就 テ得 タル値 ハ ミ相 當考慮 スベ キ要 ア リ.即 チKatalase

ヲ水 中ニ放 置 セバ時 間 ハ經過 ニ伴 ツテ急速 ニ減 少スルヲ以 テHepatose末 ヨ リ之 ヲ抽 出 スル ニ

要 セシ時 間内 ニモ相 當減 少 セ リト考 フベ ク,殊 ニBach-Levinger35)ニ ヨ レバ18℃ ニ於 テ60

分 間 ニハ其29%ヲ 失 フ ト言 ヘバ其損 失 ハ相 當大 ナ リシヲ想像 シ得 ベ シ.殊 ニHepatose越 幾

斯 中 ニ存 スルTryptaseノ 爲 ニ被 ルKatalase作 用 ノ減弱 モカナ リ著 シキヲ以テ(Waenting-

Steche37)),之 等 ハ條件 ヲ考慮 セバHepatoseハ 有 スル眞 ハKatalase量 ハ余 ハ値 ニ數倍 シ得 ル

事想 像 ニ難 カラズ.蓋 シ余 ハKatalaseノ 純 粹分離 ヲ目的 トセズ.單 ニ一定時 間内 ニ水 中ニ移行

シ來 ル量 ヲ測定 セル ニ止ル譯 ナ リ.勿 論余 ハ證 明 セルBatalaseノ 殆 ド全部 ガWarburg一 派 ノ

Eisenkatalyseナ ラザル事ハ前記 岡崎12)氏 ハ實驗 ニ照 シテ明 カナ リ.

次 ニ本酵素 ハ機能 ニ關 シテ注 意 スベキハBinard36)ハ 觀 察 ナ リ.即 ヲ氏 ハ諸種 ノAlkaloids

ニ對 スル臟 器ハ解毒作用 がKatalase含 量 ト一定 ハ關係 アル事 ヲ認 メタ リ.モ トヨ リ肝解 毒作用

ハ強弱 ハ主 トシテ其Glykogen量 ト關係 スベ ク,葡 萄糖 ハ形 ヲ以 テ種 々ナル毒物 ヲ結 合 シテ抱

合Glykuron酸 トナスニアル事言 ヲ俟 タザル モ,而 モgatalaseニ 毒 性過酸化物 ヲ變 ジテ無毒

トナ ス作用 アルハLoew, Bach-Chodat, Ostwald, Sehaffer, Dalmady, Herlitzka, Torday,

 Wieland等 ハ認 ムル所 ナルヲ以 テ 此 ハ事實 ハ 無視 スル事 能 ハズ. Oppenheimerハ 如 キモ亦

gatalaseニ 解 毒能 力ヲ認 メ其機能 ヲDie entgiftende Funktion scheint also vorhanden zn

 sein und aueh wirklich sine Schutzrolle zu spielen. (Bd. 2 S. 1866)ト 記 載 セ リ.之 ヲ他
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方面 ヨリ考慮 スルモ肝ハ肺,腎 等 ト並 ンデ解毒作用 ニ富 メル臟器ナルテ以テ肝臟食餌製劑 ニ於

クルKatalase含 量 ト其解毒作用 トノ關係ハ必ズヤ斯界ハ注意ヲ集 メルニ値 スベク,亦 興味少

シトセズ,

第4章　 結 論

1) Hepatoseハ 相 當多量 ノBatalaaeヲ 含 ム.

2)植 物 性竝 ニ動 物性Dias七ase劑 ハ微 カニKatalaseヲ 含 ムガ如 シ.

第5篇　 成 績 總 括

余 ハHepatoseヨ リAmylase, Tryptase, Lipase, Perogpdase, Katalaseヲ 檢 出 セ リ.其 量

的關 係 ハ詳細 ハ各篇 ハ終 リニ記載 シタル モ,一 言 ニ之 ラ現 ハセバ前3者 ハ植 物性Diastase劑 ニ

數倍 シ,後2者 ハ動物性 酵素劑 ニ數 倍 スル者 ナ リ. Oxydaaeハ 之 ヲ含 マズ.

擱筆ニ臨 ミ御多忙中御校閲 ノ勞ヲ辱フンタル恩師柿沼教授ニ謹デ謝意ヲ表ス.(4. 7. 13.受 稿)
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615.1

Kurze Inhaltsangabe.

Uber den Fermentgehalt von Hepatose, eines 

Leberdiatpraparates in Japan.

Von

Dr. med. Naosaku Shindoh.

Aus der med. Unive,silklsklinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayama. 

Eingegangen am 13. Juli 1929.

Um die Untersuchungen uber den Wirkungsmechanismus der Leberdiatbebandlung 

zu erganzen, habe ich das Studium der Fermente in der Hepatose, einem Leberpraparat, 

das zuerst in Japan erscbienen ist, aufgenommen und sie mit denen in anderen Ferment

praparaten verglichen. Die Extraktion der Fermente aus dem Pulver ist nach Willstatter 

Waldschmidt und Leitz ausgefuhrt worden. Die Resultate sind folgende:

1. Hepatose enthalt 2560 Diastase-Einheiten (d 38•‹30) wie Panktase nach Wohlge

muthscher Meth ode, aber Diastase-Kashiwagi 1280 und japanisch-pharmakopoische 

Diastase nur 320 Einheiten.

2. Hepatose und Panktase haben 640 Tryptase-Einheiten (T38•‹1h) nach Fuld-Gross 

scher Methode, wahrend Trypsin-Kahl'baum nur 160 Einheiten enthalt.

3. Hepatose zeigte die Tropfenzahldifferenz von 26.5 in 1 Stunde bei Tributyrinase

Bestimmung nach Rona-Michaelisscher Stalagmometrie, Panktase aber nur 6.5 Tropfen.

4. Salicylase, Tyrosinase und Phenolase sind in Hepatose nicht nachzuweisen.

5. Hepatose hat die 30 fache Menge Katalase im Vergleich zu der Diastase Tsuru, 

u nd die 90 fache Menge von der in japanisch pharmakopoischer Diastase.

6. In Hepatose-Suspension, welche auf das 5000 fache verdunnt wurde, konnte man 

Guajakperoxydase nachweisen.

Aus obigem ergibt sich folgende Zusammenfassung:

Die Hepatose ist verhaltnismassig reich an Verdauungsfermenten, vial reicher als die 

anderen Praparate. Oxydase konnte in ihr nicht nachgewiesen werden, Peroxydase und 

Katalase sind aber ziemlich reichlich vorhanden, wahrend sie von Eisen nur eine Spur 

enthalt. (Auloreferal.)
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